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■■■ 例会プログラム ■■■    

例会日 卓話者 演題 

9月12日 
(一社)平田青年会議所 

理事長 神田 慎一  様 

去華就実  
～原点こそがすべて～ 

9月19日 会 員  曽田 敏康 新入会員スピーチ 
9月26日 川 田 康 子  様 言葉の力を信じて 

■■■ 出席報告 ■■■   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率

42   35 7 (3) 89.47 % 87.18 % 

■■■ 欠席者 ■■■  
大島治／土江／園／園山 （山根／牧野／木村）  

■■■ 来訪者 ■■■  

 伊藤直子会長・金山均幹事(出雲中央) 

■■■ メークアップ ■■■   

 9/7 高砂(地区)  9/8 黒田(地区)  
*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（9月 19日） 園  裕／堀江卓男／飯塚詔夫  

（9月 26日） 小村益造／石原輝男／板垣文江  

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   
月 出雲中央10/21 12/9 12/30(休) 松江南   

火 出雲    松江しんじ湖  9/17 

水 大社 10/2 10/16   10/30(休) 松江    

木  松江東 10/17 

金 出雲南      

■■■ 会長挨拶 ■■■   

「戒名について」 

私の職業分類である仏教について少しお話しさせてください。 

こう言って意識するのは、小汀会員のもうひとつの職業（宮司さん）です。 

出雲は、日本で初めての神仏霊場を生んだ神仏和合の土地ですし、将

来、小汀会長さんの時にはしっかりお聞かせいただきたく、今年はお許し

願います。 

本日は「戒名（かいみょう）」についてです。本来、戒名は、仏教の戒律を

守って生きていくことを誓った者に与えられる名前です。 

従って、故人につける名前ではなく、生前、それも若いうちにいただくのが

本当です。キリスト教徒が赤ん坊を教会に連れて行き洗礼を受けるのと

同じです。 

しかし、日本人の死生観により、死後に成仏するという思想のもと、故人

に戒名を授ける風習が生れました。戒律は、仏教において守らなければ

ならない道徳規範や規則のことです。 

色々ありますが、もっとも有名なのは、「五戒」です。 

これは在家の人の戒律ですが、（１）不殺生戒（生き物を殺してはいけな

い）、（２）不偸盗戒（ふちゅうとうかい／盗んではいけない）、（３）不邪淫

戒（ふじゃいんかい／不倫してはいけない）、（４）不妄語戒（ふもうごかい

／嘘をついてはいけない）、（５）不飲酒戒（ふおんじゅかい／酒を飲んで

はいけない）です。（１～４）はごもっとも。しかし、最後は少々苦しいところ

です。「酒は百薬の長」とも言われますし、「酒に飲まれない、飲み過ぎな

い」ようにして、健康に気をつけていただきたいと思います。 

■■■ 幹事報告 ■■■   

1．例会変更 

○大社RC    10/2(水)  観月例会 18:30～   

会場 ： ミッドタウン桃山 華家 

10/16(水) 職場訪問例会 12:30～  

ビジター受付  11:30～12:30 事務局 

○出雲中央RC 10/21(月) 月見例会(夜の例会) 

     12/ 9(月) 家族同伴忘年例会(夜の例会) 

ビジター受付 11:30～12:30 事務局 

○松江東RC  10/17(木) 移動例会 

  ビジター受付  12：00～12：30 ホテル一畑 

２．休  会 

○大社RC     10/30日（水） 定款第6条により 

○出雲中央RC  12/30日（月）    〃 

ビジター受付  な  し 

３． るんびにぃ苑より「るんびにぃ」新聞７３号を頂きました。 

４． 森本ガバナー、脇地区代表幹事様より 

会員増強・R財団合同セミナー出席のお礼状を頂きました。 

５．高砂次期ガバナー補佐に随行されるグループ幹事として持田俊樹会員

が選任されました。 

■■■ スマイル ■■■   

伊藤・金山(出雲中央) 

 (初めてメーキャップに来させて頂きました。いろいろ勉強させて

頂こうと思います。よろしくお願い致します。) 

桐原(岡山南) (先日岡山南RCにデビューさせて頂きました。会員数

１５０名強、西日本でも最大級のクラブということで、規模・

雰囲気共に想像以上のものでした。さっそく｢ワイキキフェステ

ィバル｣という夜間例会がございます。｢是非奥様を連れてき

て下さい｣との話しあり、｢単身赴任ですが、現地調達が必要

ですか？｣などとお聞きしたら「それは免除してあげましょう！」

というような楽しいやり取りもしております。まだまだ残暑もあり

そうです。皆様お身体ご自愛下さい。) 

飯塚大 （出雲中央 RC 伊藤会長様、金山幹事様ようこそいらっしゃ

いました。 平田青年会議所、神田理事長様本日はスピ

ーチよろしくお願いします。 

｢月とだんごと竹の音｣ こちらもよろしくお願い致します。) 

佐々木 (出雲中央 RC 伊藤会長、金山幹事ようこそ平田へ。   

平田青年会議所、理事長神田様 本日のスピーチよろし

くお願いします。) 

田中浩・堀江・清原・杉原 

     (神田理事長ようこそ。本日のスピーチ楽しみにしております。) 

槇野 (出雲中央RC伊藤会長様、金山幹事様のご来訪を歓迎し 

て。) 

加藤昇(スピーチに神田JC理事長をお迎えし、楽しみにしています。 

     日頃は公私共に JC さんには沢山お世話になっています。) 

黒田 （伊藤先生ようこそ。 この間の米山記念奨学会委員会では 

お世話になりました。） 



高砂 (伊藤直子会長、金山均幹事ようこそ。神田理事長様ようこそ。

グループ幹事に持田会員を推薦いただきありがとうございます。 

所用のため早退いたします。) 

持田祐 (神田理事長様ようこそいらっしゃいました。残念ながら所用

で早退致しますが、本日はよろしくお願いします。) 

石原俊 (神田理事長ようこそ。平田 JC の元気を大いに紹介して下

さい。) 

小松 (前任桐原の依頼です。) 

釜屋 (早退致します。) 

 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■    

  

出雲中央ロータリークラブ伊藤 直子会長来訪ご挨拶 

 

本日は金山幹

事と参りました。創

立４０週年式典に

は喜んで駆けつけ

たいと思っておりま

す。１１月２３日、

２４日にはロータリ

アン卓球大会を開

催いたします。どな

たでもご参加ください。２３日夜は懇親会を予定しています。出来るだ

けたくさんのロータリアンと仲良くしていくために計画いたしました。どうぞ、

楽しい日を過ごしていただきたいと思っています。本日はよろしくお願い

いたします。 

 

去華就実・・・原点こそがすべて・・・ 

２０１３年度 社団法人 平田青年会議所 

                      理事長  神田慎一 様 

 

神田でございます。本日は平田青年会議所の先輩方がたくさんい

らっしゃる中で、お話しをすることになり、大変身の引き締まる思いがい

たします。今日までの平田青年会議所における活動の歴史を写真と

ともに振り返ってご報告していきます。 

また、本年度のスローガンとして去華就実…原点こそがすべて・・・

を掲げています。平田地域の繁栄を願い、４６年前立ち上がり、歩ん

できた平田青年会議所。その勇気と使命感、その真の相（すがた）を

我々は大いに学ばなければなりません。今あえて原点を見つめること

は会員拡大への一助ともなり、組織強化の基盤となり得るのです。 

そして、平田青年会議所は「つくりびとマスター」でなければなりませ

ん。自己満足では他人を感動させることはできません。造り人とは常

に(造る)のではなく(造らせてもらう)の精神がなければならないということ

です。 

 この素晴らしき世界に生きていくことが、我々の運命であり、そして、

それが永劫であることこそが、明日への希望の架け橋となると、固く我

が心に誓いたい。 

 

 

 

～去華そして就実～ 

決して華やかさを捨て去るということではなく 

“ＪＡＹＣＥＥ ＭＡＮ” としての 

紳士的な立ち振る舞い 

地域社会での行動力 

外見の虚飾ではなく中身が充実すれば 

自ずと華やかさが滲み出て 

誰よりも華麗な ＪＡＹＣＥＥ ＭＡＮ となるのです 

 

そしてこんな素敵な 

“ＪＣ ＬＩＦＥ” 

を多くの仲間と共有し謳歌するために 

熱く電播していこうではありませんか 

 


